
 

                

 

 

ＣＡＰ
キ ャ ッ プ

（Child Assault Prevention） 

  ＣＡＰは、子どもがあらゆる暴力（虐待・いじめ・誘拐・痴漢など）から 

自分の大切な心とからだを守るために何ができるかを教える教育プログラムです 
 

寄寄寄稿稿稿            「自分の命は自分で守る」 

社会福祉法人玉米福祉会 みどり保育園園長 畑山玲子 

みどり保育園の子ども達が CAPに出会ったのは 3年前。それまでは全く馴染みの無かった CAPを

保育の一つに取り入れるきっかけとなったのは、市の担当者からの紹介でした。以前からみどり保育

園では交通安全教室や防犯教室、避難訓練の中でのキーワードとして「自分の命は自分で守る」こと

を子ども達に伝えてきましたが、CAPのプログラムの中にも暴力防止の観点で、その考え方に共通す

るものを見つけたからです。子どもを無力な者として見るのではなく、子どもにも様々なことを考え

る力や問題を解決する力があるのだから、その力を引き出し、暴力や様々な困難に出会ったときに自

分を自分で守ること、そして他者への思いやる心を育み、いじめを防いでいこうとする取り組みに共

感したからです。 

遊びのルールを理解させることや人の話を静かに聞く態度などは容易に身につけさせられますが、

一番困難なのは子どもの心のたくましさを育てること。「友達には優しく」「いじめられている人を見

たら守ってあげよう」などを言うのは簡単ですが，言われただけでは身につくものではありません。

ＣＡＰのワークショップはその点でとても有効だと思います。そして、併せて周りの大人の態度が手

本になることだと思いますが、その責任の大きさを痛感します。 

新年度が始まってすぐのこと。ある女の子を妙にはやし立て「いじめている？」と見える行為を繰

り返す一人の男児発見。すると一人の年長児Ｒ君がすかさずそばに行き「それ、やり過ぎでしょ」と

たしなめてくれ、声をかけられた子も素直にその行為をやめるということがありました。中に私たち

大人が入っていたら「先生から叱られた」の気持ちを優先させて終わってしまうところを、Ｒ君のお

かげではやし立てていた子も何かに気づいた様子。たったそれだけですが、その中にＣＡＰの真髄を

見た気がしました。大人から言われてやるのでは無く、自分の気持ちを出して友達の行為をやめさせ

たＲ君に拍手です。こんな日常の些細な積み重ねが、本当の『安心』『自信』『自由』につながってい

くのだと確信しています。 

 ∽∽∽∽ＣＡＰとの出会い∽∽∽∽     ・・・・CAPあきた 冨樫美和子・・・・ 

当時、児童福祉施設に勤務していた私は目の前にいる子どもたちの“最善の利益の追求”という果てしない

課題に悩まされていました。子どもたちを養育し、愛着形成を図り、社会に通じるある程度の規範を備える・・・。

「自分は何をどうしたらいいんだろう？。」そんな時、ある方に紹介されてＣＡＰと出会い、大きな衝撃を受

けました。それは、子どもたち自身が持っている内なる力を引き出す【エンパワメント】そのものであったか

らです。それまで、「自分が何かをしてあげなければ！！」そんな傲慢な思いの中で四苦八苦し、自身の身動

きが取れない状態に悩まされていた私にとって、子どもたち自身が持っている力を信じて、共に考えながら進

む道を照らすだけ・・・  

この衝撃的な出会いは、仕事だけでなく私のすべてに力を与えてくれるものでした。 

この出会いを是非、ＣＡＰをまだ知らない方と共有できたら嬉しいです。 
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ワークショップ紹介 
みどり保育園（5/15・16・19）           

          由利本荘市                         

   

J-CAPTA定時総会２０１５ 報告・・於福島市（協力：こども福島 CAP）※ＣＡＰあきた２名参加 

2015年 7月 25日（土）～26日（日） 

 「再び福島から共に語ろう～こどもたちの今とこれからを」をテーマに福島市を会場に北海道、東北、北関東のメンバー

が集結し定時総会が開催されました。1日目の記念講演では村瀬幸浩氏（元一橋大学講師）のこれまで取り上げられるこ

との少なかった「男子の性教育」についての講演でした。村瀬氏は、ともすれば、男性の性については「どうしようもな

いもの」として扱われ、男子自身が自らの性を「そんなもの」としてとらえるようになったら・・・・相手との優しい、

柔らかい関係は育ちにくくなる。男性の性を見つめ直し、教育の課題として考え直すことが必要である。また、男子間の

いじめは性的な暴力が多く、被害者を自殺まで追い込む最悪の事態となること等を話されました。 

 2日目のミニ講演では、東日本大震災後、福島市で生活をしている青木悦氏の講演でした。独特 

の語りで自分が子どもの頃、父から暴力を振るわれて育ち、友達から好かれない自分がいた。 

しかし、まわりからほんのちょっと声をかけられたことが生きる糧となったこと。また、現在は、 

子育てに関する情報が多く、正直に生きる家庭は壊されてしまいやすいことや、子育ては、「夫婦 

不一致」がよい。「夫婦一致」では、両親で子どもを攻撃し、子どもの逃げ場がなくなる等、自ら 

の経験や福島の子どもの現状にもふれられ CAPの考えそのものを深く再認識させられる内容で 

した。 

 今期から新理事長に川北秀人氏が就任しました。川北氏は、「人と組織と地球のための国際研究所」の代表で、市民・
企業・行政の協働の支援等に奔走し、秋田県内各地でも講演を行っておられる方です。 

                          

今年も 3日間、楽しくワークを子ども達と共有しました 

                                                         

                                        
 

                                        

                                                    

                                                                                                       

                               

                                 今年で 3年目になります。（園の先生から） 

                                  口数の少ない子どもも積極的に参加していました。「子ども

同士の解決」を目指しているので、子ども同士で解決でき

ない場合「おとなに話そう」の CAP の考えをどのように

取り入れるかが今後の課題です。 

 

ワークショップの予定・一部紹介            26年度ワークショップ実施報告 

乳児院公開おとなワークショップ （９/３０）   ・由利本荘市青少年市民育成会議東由利支部総会 

公開スペシャルニーズ・ワークショップ（１０/２） ・由利本荘東由利地区保育士協議会 

乳児院職員研修ワークショップ（１０/１７）    ・東由利小学校保護者・東由利小学校 5年、6年 

児童養護施設（感恩講児童保育院・聖園天使園）   ・にかほ市公開ワーク 

おとなワークを受けて            ・聖園天使園・感恩講児童保育院・地域セミナー 

・子育て中の親に受けて欲しい          ・にかほ市上浜小学校 PTA・上浜小学校 6年 

 ・自分自身が子どもの人権を守れるおとなにな   ・東由利みどり保育園保護者・みどり保育園児 

  りたい。                   ・能代市おやこ劇場  

事務局・お知らせ】 (*^o^*)「美の国あきた」の「行動人」に CAP の活動が掲載されました。（7月 27 日掲載） 

∈^0^∋CAP に関心・興味のある方一緒に活動しませんか？連絡先℡090-4630-9775 E ﾒｰﾙ cap-akita100@docomo.ne.jp 事務局：鶴田悦子 

「知らないおじさん」 

どのくらい離れていた

らいい？ 

 

「あんしん」の気持ちは？ 

「だっこされてるとき～！」  


